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ロボット×ウェアラブル×IT
認知症上の
早期発見・早期対応・介護者の負担軽減

負担軽減

気持ちに余裕

気付きの増加早期対応

より良い支援

ロボットだから…

 いつも優しい
 怒らない
 否定しない

記録しているから…

 予兆に気付ける
 今がわかる
 未来が予想できる

ITだから…

 共有できる
 再現できる
 予想できる

課題…

 自然な会話
 費用
 コンテンツ
 他の仕組みとの連携
 集団→一人一台

認知症の「からくり」について
出典：NHK出版「認知症はこわくない」高橋幸男著

孤独感の減少

否定されない

気持ちの発散精神の安定

協調性が出る

介護される側

介護する側

人型ロボット

ウェアラブル端末

スクリーニング

介護施設

クラウド

認知
症状

• コンテンツの共有
• データ管理

• 早期発見
• 進行の把握

• リハビリ
• 声掛け
• 見守り

• 健康状態把握
• 異常の早期発見

メンバーも
スタッフも

～ 誰かとつながる ～
ロボットプラットフォーム

自宅・オフィス

• 場所を選ばず
• 日常をサポート

つなぐ

☞ロボット、ウェアラブルデバイスの性能向上で介護現場でも有効利用できる

☞メンタルヘルスに良い結果が見られ認知症状の早期対応になる

✔スタッフとメンバーとの話のきっかけとなる

✔Pepperがメンバーを見守っているのは良い

✔Pepperを介してメンバー同士の新たな交流が生まれた

✔楽しい雰囲気になっていた


